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講
演
① �

対
馬
博
物
館
と
島
づ
く
り

〜
モ
ノ
・
ヒ
ト
・
コ
ト
の
つ

な
が
る
と
こ
ろ

対
馬
博
物
館 

尾お
の

上う
え 

博ひ
ろ

一か
ず

、
谷た

に

尾お 

崇た
か
し

九
州
の
北
端
、
朝
鮮
半
島
に
最
も
近
い
対

馬
島
。
対
馬
博
物
館
は
、
か
つ
て
藩
主
・
宗そ

う

氏
が
居
城
と
し
て
い
た
金か

ね

石い
し

城じ
ょ
う

跡あ
と

に
隣
接
し
、

建
物
は
城
の
石
垣
を
見
上
げ
た
先
に
建
っ
て

い
る
。
ま
さ
に
島
の
歴
史
を
今
に
伝
え
る
場

所
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
平
成
一
〇
年
に
市
が

策
定
し
た
「
歴
史
民
俗
資
料
館
基
本
構
想
」

に
基
づ
き
、
同
一
五
年
に
は
対
馬
藩
主
宗
家

文
庫
資
料
を
一
括
購
入
す
る
な
ど
、
博
物
館

設
立
に
向
け
た
具
体
的
な
動
き
が
進
め
ら
れ
、

令
和
四
年
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。

博
物
館
は
、
対
馬
の
歴
史
・
自
然
・
文
化
・

芸
術
を
総
合
的
に
扱
う
施
設
と
し
て
設
計
さ

れ
、
島
の
総
合
的
な
理
解
促
進
や
地
域
の
魅

力
発
信
の
役
割
な
ど
を
担
っ
て
い
る
。
館
内

に
は
長
崎
県
対
馬
歴
史
研
究
セ
ン
タ
ー
も
併

設
さ
れ
て
お
り
、
宗
家
関
連
資
料
の
調
査
研

究
や
保
存
修
復
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
博
物
館
周
辺
に
は
「
旧
金
石
城
庭

園
」「
対
馬
藩
主
宗
家
墓
所
」「
清し

み
ず水
山や

ま

城じ
ょ
う

跡
」

な
ど
の
名
勝
・
史
跡
が
あ
り
、
こ
れ
ら
を
活

用
し
た
地
域
理
解
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
と
し

て
の
役
割
も
果
た
し
て
い
る
。
尾
上
氏
は
、

「
対
馬
博
物
館
の
使
命
は
、
対
馬
に
関
す
る

資
料
の
収
集
・
保
護
・
継
承
、
そ
し
て
対
馬

の
理
解
を
深
め
る
た
め
の
場
の
提
供
だ
」
と

話
す
。

館
内
展
示
は
、
朝
鮮
半
島
や
日
本
各
地
、

島
の
魅
力
を
守
り
伝
え
る
博
物
館

令
和
六
年
三
月
八
日
（
金
）、
東
京
・
永

田
町
の
全
国
町
村
会
館
に
て
「
し
ま
づ
く
り

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
開
催
さ
れ
た
。
日
本
離
島

セ
ン
タ
ー
が
主
催
す
る
本
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、

島
の
将
来
像
や
振
興
策
に
つ
い
て
考
え
る
場

と
し
て
不
定
期
で
開
催
さ
れ
て
お
り
、
今
回

は
「
博
物
館
を
活
用
し
た
島
づ
く
り
」
が
テ

ー
マ
。
離
島
の
博
物
館
が
そ
こ
に
住
む
人
々

や
地
域
の
発
展
に
対
し
て
担
う
役
割
に
つ
い

て
、
北
海
道
利
尻
町
、
新
潟
県
佐
渡
市
、
長

崎
県
対
馬
市
、
沖
縄
県
久
米
島
町
の
四
市
町

の
博
物
館
に
勤
め
る
学
芸
員
の
方
々
に
よ
る

講
演
と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
な

わ
れ
た
。
当
日
は
、
自
治
体
関
係
者
や
離
島

を
含
む
各
地
の
博
物
館
学
芸
員
な
ど
、
会
場

来
場
者
と
オ
ン
ラ
イ
ン
視
聴
者
を
合
わ
せ
て

約
七
〇
人
が
参
加
し
た
。

井
月 

保
仁

し ま づ く り

フ ォ ー ラ ム

開 催 報 告
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「
島
の
内
と
外
」
を
つ
な
ぐ
役
割
、
調
査
研

究
機
関
、
域
外
保
全
協
力
施
設
、
域
内
保
全

協
力
団
体
な
ど
と
の
関
係
構
築
の
重
要
性
に

つ
い
て
説
明
。
令
和
五
年
に
開
催
し
た
対
馬

博
物
館
特
別
展
「
対
馬
の
昆
虫
」
で
は
、「
研

究
成
果
や
対
馬
の
昆
虫
が
ど
の
よ
う
な
実
態

を
も
っ
て
い
る
の
か
、
島
に
還
元
す
る
こ
と

が
で
き
た
」
と
語
っ
た
。

講
演
② �

ち
い
さ
な
館
だ
か
ら
こ
そ
博

物
館
ら
し
く
〜
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
と
バ
ト
ン

利
尻
町
立
博
物
館　

佐
藤 

雅
彦

利
尻
島
は
北
海
道
の
北
端
に
位
置
し
、
主

な
産
業
は
漁
業
と
観
光
で
あ
る
。
利
尻
山
や

リ
シ
リ
コ
ン
ブ
が
島
の
シ
ン
ボ
ル
だ
。
佐
藤

氏
は
、
利
尻
町
立
博
物
館
の
果
た
す
役
割
を

「
根
：
資
料
の
収
集
保
管
」「
茎
：
調
査
研
究
」

「
花
：
共
有
化
」
の
三
つ
に
分
け
て
解
説
す

る
。「
根
に
栄
養
と
な
る
資
料
を
与
え
続
け

れ
ば
、
調
査
研
究
と
い
う
茎
が
伸
び
、
い
つ

か
は
島
内
外
に
知
ら
れ
る
花
が
咲
く
」
と
、

博
物
館
と
し
て
の
取
り
組
み
イ
メ
ー
ジ
を
示

し
、「
こ
の
土
地
に
根
ざ
し
た
も
の
か
ら
花

を
咲
か
せ
た
い
」
と
力
を
込
め
た
。

佐
藤
氏
に
よ
る
と
、
島
の
自
然
・
歴
史
・

民
俗
・
芸
能
・
文
化
な
ど
の
「
分
野
」
と
そ

れ
を
内
包
す
る
「
場
所
」
と
い
う
二
次
元
的

な
広
が
り
に
、「
時
間
」
と
い
う
三
つ
目
の

軸
を
加
え
る
こ
と
で
、
時
空
を
超
え
、
未
来

に
島
の
姿
を
残
す
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
こ
そ

が
博
物
館
の
使
命
だ
と
い
う
。
し
か
し
、
小

さ
い
博
物
館
で
は
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
も
の

を
残
す
の
は
困
難
で
あ
り
、
そ
こ
で
外
部
と

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
が
重
要
に
な
る
と
指

摘
し
た
。

昭
和
五
七
年
創
刊
の
『
利
尻
研
究
』
と
い

う
研
究
紀
要
の
紹
介
で
は
、
博
物
館
の
資
料

や
記
録
、
標
本
を
「
バ
ト
ン
」
に
例
え
、
そ

の
重
要
性
を
説
明
。
具
体
的
な
事
例
と
し
て
、

明
治
四
四
年
に
利
尻
島
で
生
ま
れ
、
中
学
校

の
教
師
を
勤
め
た
が
、
島
の
植
物
の
面
白
さ

に
開
眼
し
、
長
年
に
わ
た
っ
て
調
査
や
撮
影
、

しまづくりフォーラム

さ
ら
に
東
ア
ジ
ア
諸
地
域
と
の
歴
史
的
関
連

性
に
焦
点
を
当
て
て
い
る
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
や
講
演
会
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
の
教
育

普
及
活
動
も
行
な
わ
れ
て
お
り
、
地
元
住
民

だ
け
で
な
く
観
光
客
に
も
対
馬
の
歴
史
を
学

ぶ
機
会
を
提
供
し
て
い
る
。

特
に
注
力
し
て
い
る
の
が
「
対
馬
博
物
館

郷
土
愛
醸
成
事
業
」
で
、
市
内
の
小
中
学
生

を
対
象
と
し
た
体
験
型
授
業
で
あ
る
。「
対

馬
を
離
れ
て
も
対
馬
に
愛
着
を
持
ち
、
胸
を

張
っ
て
誇
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
も
ら
う
た
め

の
博
物
館
の
大
切
な
事
業
だ
」
と
、
尾
上
氏

は
強
調
す
る
。

も
と
も
と
島
外
の
昆
虫
研
究
者
だ
っ
た
谷

尾
氏
に
よ
る
と
「
生
物
地
理
学
上
、
対
馬
と

い
う
場
所
は
日
本
列
島
の
生
物
相
を
理
解
す

る
上
で
不
可
欠
だ
」
と
い
う
。
谷
尾
氏
は
絶

滅
危
惧
種
ツ
シ
マ
ウ
ラ
ボ
シ
シ
ジ
ミ
を
守
る

た
め
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

過
去
の
分
布
を
調
べ
る
中
で
島
内
の
標
本
が

役
立
っ
た
事
例
な
ど
を
紹
介
し
た
。
ま
た
、

島
外
研
究
者
の
視
点
か
ら
、
博
物
館
の
担
う
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標
本
の
収
集
を
進
め
た
松
野
力
蔵
氏
と
の
や

り
と
り
を
挙
げ
た
。
佐
藤
氏
は
、
松
野
氏
と

の
交
流
を
通
し
て
「
島
の
資
料
が
島
外
に
持

ち
出
さ
れ
、地
元
で
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
」

こ
と
に
疑
問
を
感
じ
、
こ
の
流
れ
か
ら
博
物

館
で
は
「
地
元
に
資
料
（
バ
ト
ン
）
を
残
す
」

活
動
に
力
を
入
れ
、『
利
尻
研
究
』
の
刊
行

に
つ
な
が
っ
た
と
い
う
。
百
ペ
ー
ジ
に
お
よ

ぶ
報
告
を
掲
載
し
、
年
一
回
刊
行
し
て
い
る

研
究
紀
要
は
、
島
内
外
の
研
究
者
や
一
般
読

者
と
の
橋
渡
し
の
役
割
を
目
指
し
て
お
り
、

実
際
に
島
と
周
辺
地
域
に
関
す
る
も
の
を
中

心
に
、
他
地
域
の
情
報
も
含
め
た
広
範
な
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
に
貢
献
し
て
い
る
。

も
う
ひ
と
つ
の
活
動
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た

の
が
「
利
尻
島
調
査
研
究
事
業
」
で
あ
る
。

島
で
の
研
究
を
希
望
す
る
者
に
対
し
て
研
究

助
成
金
を
支
給
す
る
仕
組
み
で
、
島
の
状
況

の
理
解
促
進
に
資
す
る
情
報
提
供
や
調
査
協

力
も
行
な
っ
て
い
る
。

「
こ
れ
ら
の
活
動
に
よ
り
島
を
愛
す
る
研
究

者
が
集
ま
り
、
多
様
な
成
果
が
発
表
さ
れ
、

学
芸
員
も
幅
広
い
知
見
を
得
る
機
会
と
な
っ

た
。
最
初
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
行
き
来
す
る

バ
ト
ン
は
少
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
、

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
続
け
る
う
ち
に
、
多
様

な
バ
ト
ン
が
往
来
し
始
め
て
い
る
。
今
後
も

バ
ト
ン
づ
く
り
を
続
け
て
い
き
た
い
」
と
、

佐
藤
氏
は
言
葉
に
力
を
込
め
た
。

講
演
③ �

地
域
と
博
物
館

佐
渡
博
物
館
／
佐
渡
学
セ
ン
タ
ー 

本
間 

裕ゆ
う

徳と
く

佐
渡
島
は
、
面
積
約
八
五
〇
平
方
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
と
、
東
京
二
三
区
の
約
一
・
五
倍
の

広
さ
を
持
つ
わ
が
国
最
大
の
離
島
で
あ
る
。

主
な
産
業
は
、
稲
作
を
中
心
と
す
る
農
業
と

全
国
的
に
有
名
な
イ
カ
や
ブ
リ
な
ど
の
漁
業

で
あ
る
。
観
光
業
も
盛
ん
で
、
ト
キ
、
金
銀

山
、佐
渡
お
け
さ
、鬼
太
鼓
、能
な
ど
有
形・

無
形
の
観
光
資
源
を
有
す
る
。公
家・武
家・

商
人
の
三
つ
の
文
化
が
あ
る
と
さ
れ
、
三
人

の
人
間
国
宝
や
多
く
の
著
名
人
を
輩
出
し
て

い
る
こ
と
か
ら
も
、
そ
の
文
化
の
重
層
さ
を

う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

佐
渡
に
は
そ
ん
な
文
化
や
歴
史
を
今
に
伝

え
る
博
物
館
や
資
料
館
が
一
〇
館
、
体
験
・

ガ
イ
ダ
ン
ス
施
設
が
二
館
あ
る
。
い
ず
れ
も

昭
和
三
十
〜
五
十
年
代
に
建
て
ら
れ
た
も
の

で
、
こ
の
時
期
は
佐
渡
へ
の
観
光
客
が
増
加

し
た
時
期
と
重
な
る
。
今
回
は
、
そ
の
中
か

『利尻研究』を中心とするネットワーク構築（利尻町立博物館）。
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ら
「
佐
渡
博
物
館
」「
佐
渡
国
小
木
民
俗
博

物
館
」「
佐
渡
植
物
園
」
の
役
割
や
取
り
組

み
に
つ
い
て
紹
介
が
あ
っ
た
。

佐
渡
博
物
館
は
「
佐
渡
学
セ
ン
タ
ー
」
も

兼
ね
た
施
設
で
、
佐
渡
の
自
然
・
歴
史
・
文

化
を
総
合
的
に
解
説
。
佐
渡
の
成
り
立
ち
を

物
語
る
岩
石
、
考
古
関
連
、
動
植
物
の
剥
製

な
ど
を
常
設
展
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
佐
渡

出
身
の
日
本
画
家
・
土
田
麦ば

く

僊せ
ん

の
作
品
（
下

絵
）
も
公
開
し
て
お
り
、
佐
渡
の
文
化
を
知

る
入
口
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。

佐
渡
国
小
木
民
俗
博
物
館
は
、
旧
宿し

ゅ
く

根ね

木ぎ

小
学
校
を
利
用
し
て
お
り
、
か
つ
て
の
生
活

道
具
や
陶
器
、
漁
撈
用
具
、
船
大
工
道
具
な

ど
を
展
示
。
佐
渡
植
物
園
は
、
島
に
自
生
す

る
植
物
を
中
心
と
し
た
展
示
と
な
っ
て
お
り
、

開
園
に
あ
た
っ
て
は
植
物
学
者
の
牧
野
富
太

郎
氏
の
指
導
も
受
け
て
い
る
と
い
う
。

多
彩
な
博
物
館
・
資
料
館
が
点
在
す
る
佐

渡
に
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
施
設
の
活
用
や
地
域

へ
の
還
元
を
実
現
し
て
い
く
た
め
に
は
、
地

元
の
来
館
を
増
や
す
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

実
際
、
来
館
者
の
約
六
割
が
島
外
か
ら
の
観

光
客
で
、「
地
元
住
民
の
博
物
館
離
れ
が
著

し
い
」
と
本
間
氏
は
話
す
。

そ
の
対
策
の
一
つ
と
し
て
佐
渡
博
物
館
で

は
、「
行
く
」
と
「
来
て
も
ら
う
」
の
二
つ

の
活
動
を
行
な
っ
て
い
る
。「
行
く
」
活
動

で
は
、
地
元
の
人
々
に
対
す
る
島
内
の
文
化

財
巡
り
や
、
小
中
学
校
・
高
校
へ
の
出
前
授

業
を
実
施
。「
来
て
も
ら
う
」
活
動
で
は
、

博
物
館
の
調
査
成
果
の
発
表
の
場
と
し
て
特

別
展
や
企
画
展
を
開
催
し
て
い
る
。「
博
物

館
の
企
画
展
は
堅
苦
し
く
な
り
が
ち
な
の
で
、

そ
れ
を
解
消
し
て
地
域
へ
還
元
し
て
い
く
た

め
の
施
策
が
重
要
だ
」
と
、
本
間
氏
は
語
る
。

若
い
世
代
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
の

第
一
歩
と
し
て
、
親
子
が
楽
し
め
る
イ
ベ
ン

ト
の
開
催
や
、
佐
渡
出
身
の
人
気
漫
画
原
作

者
・
赤
坂
ア
カ
氏
に
よ
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
制

作
な
ど
を
通
じ
て
「
ま
ず
博
物
館
を
知
っ
て

も
ら
う
」
た
め
の
活
動
を
進
め
て
い
る
。

博
物
館
を
運
営
す
る
上
で
、少
子・過
疎・

高
齢
化
な
ど
に
よ
る
マ
ン
パ
ワ
ー
不
足
に
加

え
、
学
芸
員
育
成
な
ど
の
面
で
も
課
題
は
多

い
。
本
間
氏
は
「
佐
渡
の
文
化
を
後
世
に
残

す
こ
と
は
必
要
不
可
欠
。
ま
ず
は
そ
れ
に
触

れ
る
情
報
や
機
会
を
多
く
提
供
す
る
こ
と
が

重
要
。
課
題
解
決
と
博
物
館
の
役
割
を
果
た

し
て
い
く
た
め
に
、
情
報
発
信
元
と
な
る
学

芸
員
の
成
長
が
必
要
」
と
、
講
演
を
締
め
く

く
っ
た
。

講
演
④ �

海
に
沈
ん
だ
歴
史
を
活
か
し

た
取
り
組
み
に
つ
い
て

久
米
島
博
物
館　

砂
川 

暁あ
き

洸ひ
ろ

久
米
島
は
、
沖
縄
本
島
の
西
方
約
一
◯
◯

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
位
置
に
あ
る
東
シ
ナ
海
上

の
島
だ
。
東
側
か
ら
み
た
島
影
は
左
右
に
山

が
あ
り
、
中
央
が
凹
ん
で
い
る
た
め
、
ひ
ょ

う
た
ん
を
縦
に
割
っ
て
、
伏
せ
た
様
子
に
例

え
ら
れ
よ
う
。「
ス
ラ
イ
ド
に
示
し
た
島
影

は
、
水
中
遺
跡
を
調
査
す
る
際
に
必
ず
目
に

す
る
景
色
で
、
琉
球
王
国
の
人
々
も
眺
め
た

も
の
」
と
砂
川
氏
は
説
明
す
る
。
美
し
い
光
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景
で
は
あ
る
が
、
歴
史
的
に
は
幾
人
も
の
船

乗
り
が
こ
の
島
影
を
見
な
が
ら
、
海
難
事
故

に
遭
遇
し
た
危
険
な
水
域
で
も
あ
る
と
い
う
。

久
米
島
博
物
館
で
は
、
久
米
島
の
自
然
・

歴
史
・
民
俗
・
美
術
工
芸
を
収
集
・
展
示
し
、

そ
の
普
及
や
継
承
に
努
め
て
い
る
。
歴
史
・

考
古
の
常
設
展
示
は
、
旧
石
器
時
代
に
始
ま

り
、
縄
文
～
平
安
時
代
並
行
期
や
グ
ス
ク
時

代
の
展
示
資
料
が
多
く
、
近
世
か
ら
近
代
の

資
料
は
少
な
い
と
い
う
。

博
物
館
の
役
割
と
し
て
、
遺
跡
の
踏
査
や

調
査
な
ど
を
通
じ
た
「
資
料
収
集
」、
常
設

展
示
の
更
新
や
展
示
解
説
に
よ
る
「
展
示
」、

水
中
遺
跡
の
調
査・研
究
を
行
な
う
「
研
究
」、

水
中
遺
跡
の
普
及
を
行
な
う
「
教
育・普
及
」、

の
四
つ
の
分
野
が
挙
げ
ら
れ
た
。

一
六
〇
九
年
の
薩
摩
藩
に
よ
る
侵
攻
を
も

っ
て
近
世
琉
球
王
国
時
代
に
移
行
す
る
。
久

米
島
は
沖
縄
本
島
と
中
国
大
陸
の
福
州
を
結

ぶ
重
要
な
航
路
上
の
地
点
と
し
て
位
置
づ
け

ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
ら
は
絵
図
や
近
世
文
書

な
ど
の
歴
史
学
的
な
知
見
に
因
る
も
の
で
、

砂
川
氏
は
「
沿
岸
・
水
中
遺
跡
の
調
査
に
よ

っ
て
考
古
学
的
に
実
像
に
迫
る
こ
と
が
で
き

る
」
と
説
明
す
る
。

特
に
、
一
八
四
九
年
に
座
礁
し
た
イ
ギ
リ

ス
船
「Elizabeth and H

enry

号
」
は
、

本
国
か
ら
植
民
地
へ
の
囚
人
輸
送
に
従
事
し

て
お
り
、
そ
の
背
景
に
は
産
業
革
命
や
ア
メ

リ
カ
独
立
戦
争
が
関
連
し
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
。「
世
界
史
の
余
波
が
、
近
世
琉
球
に

到
達
し
た
こ
と
を
示
す
遺
跡
だ
」
と
、
砂
川

氏
は
述
べ
た
。

こ
の
遺
跡
を
次
世
代
に
伝
え
、
遺
跡
を
通

じ
て
久
米
島
の
歴
史
、
世
界
の
広
さ
を
知
っ

て
も
ら
う
た
め
の
教
育
・
普
及
活
動
を
実
施

し
て
い
る
。
島
内
の
子
ど
も
た
ち
を
対
象
に
、

平
成
二
三
年
に
行
な
わ
れ
た
現
地
見
学
会
は

非
常
に
好
評
で
、
復
活
を
希
望
す
る
声
も
多

い
。
今
後
は
見
学
会
を
定
期
的
に
実
施
で
き

る
仕
組
み
を
整
え
た
う
え
で
、
遺
跡
を
荒
ら

す
こ
と
な
く
見
学
し
、
遺
跡
の
概
要
を
分
か

り
や
す
く
伝
え
る
た
め
の
資
料
も
整
え
る
必

要
が
あ
る
と
い
う
。「
離
島
・
久
米
島
の
隠

れ
た
魅
力
を
見
出
し
て
教
育
・
普
及
に
寄
与

す
る
こ
と
の
重
要
性
を
感
じ
て
い
る
」
と
、

砂
川
氏
は
力
強
く
語
っ
た
。

総
合
討
論 

～
博
物
館
を
活
用
し
た
島
づ
く
り

各
博
物
館
の
講
演
後
、
全
講
演
者
の
参
加

に
よ
る
「
博
物
館
を
活
用
し
た
島
づ
く
り
」

久米島ウランダ浜で行なわれた水中遺跡の現地見学会の模様。
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を
テ
ー
マ
と
し
た
総
合
討
論
が
、
千
葉
県
立

中
央
博
物
館
分
館 

海
の
博
物
館
研
究
員
の

平
田
和
彦
氏
を
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
に
加
え

て
行
な
わ
れ
た
。

平
田
氏
の
「
博
物
館
が
あ
っ
て
よ
か
っ
た

こ
と
は
？
」
と
い
う
質
問
に
対
し
、
久
米
島

博
物
館
の
砂
川
氏
は
「
戦
後
の
本
土
復
帰
す

る
前
後
に
多
く
の
資
料
が
散
逸
し
て
し
ま
っ

た
が
、
収
集
で
き
た
も
の
は
長
い
間
役
場
の

保
管
庫
に
収
蔵
さ
れ
て
い
た
。
博
物
館
と
い

う
良
い
環
境
下
で
保
管
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
の
は
良
か
っ
た
」
と
回
答
し
た
。

平
田
氏
に
よ
る
と
、
博
物
館
の
重
要
な
役

割
と
し
て
「
資
料
収
集
・
保
存
」「
調
査
・

研
究
」「
教
育
・
普
及
」「
展
示
」
を
挙
げ
ら

れ
る
と
い
う
。「
資
料
が
良
い
状
態
で
保
管・

収
蔵
さ
れ
る
の
が
最
善
だ
が
、
手
入
れ
や
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
が
必
要
で
あ
り
、
収
蔵
庫
の
ス

ペ
ー
ス
が
減
少
し
て
い
る
問
題
も
あ
る
」
と
、

課
題
を
挙
げ
た
。

収
蔵
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
外

部
と
の
連
携
拡
大
を
提
案
し
つ
つ
も
、
地
元

か
ら
資
料
が
流
出
し
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ

る
と
指
摘
。
そ
の
対
策
と
し
て
、
資
料
に
よ

っ
て
は
「
地
元
で
保
管
す
る
も
の
」
と
「
他
所

で
保
管
す
る
も
の
」
に
分
け
る
こ
と
も
あ
り

で
は
な
い
か
、と
提
案
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、

利
尻
町
立
博
物
館
の
佐
藤
氏
は
「
地
元
で
し

か
気
付
け
な
い
貴
重
な
資
料
は
優
先
的
に
島

で
保
管
す
る
。
他
地
域
と
資
料
が
重
複
し
て

い
る
場
合
も
、
災
害
な
ど
の
リ
ス
ク
を
考
慮

し
て
、
あ
え
て
両
地
域
で
保
管
す
る
こ
と
も

あ
り
得
る
」
と
、
考
え
を
述
べ
た
。

対
馬
博
物
館
の
谷
尾
氏
か
ら
は
「
土
器
表

面
の
文
様
や
成
形
時
に
付
け
ら
れ
た
農
作
物

や
昆
虫
の
痕
か
ら
、
そ
の
時
代
の
生
物
に
つ

い
て
分
か
る
こ
と
が
多
々
あ
る
」
と
、
分
野

横
断
的
な
調
査
研
究
に
お
け
る
博
物
館
の
重

要
性
に
つ
い
て
の
意
見
が
挙
が
っ
た
。
同
博

物
館
の
尾
上
氏
も
「
一
つ
の
館
の
中
に
他
分

野
の
研
究
者
が
お
り
、
自
分
の
専
門
分
野
を

補
完
し
て
く
れ
る
の
で
、
一
歩
踏
み
込
ん
だ

調
査
研
究
が
で
き
る
こ
と
が
大
き
な
メ
リ
ッ

ト
だ
」
と
、
付
け
加
え
た
。

平
田
氏
は
「
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
き
っ
か

け
に
、
多
く
の
人
が
島
に
足
を
運
び
、
博
物

館
を
通
じ
て
島
全
体
を
楽
し
み
、
未
来
に
つ

い
て
考
え
て
い
く
こ
と
を
望
ん
で
い
る
」
と
、

締
め
く
く
っ
た
。�

（
島
旅
フ
ォ
ト
ラ
イ
タ
ー
）

しまづくりフォーラム

総合討論の模様。登壇者左から平田和彦氏 、本間裕徳氏 、砂川
暁洸氏（オンライン）、佐藤雅彦氏（同）、尾上博一氏 、谷尾 崇氏。島
の博物館の今後について活発な議論が交わされた。

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
、本
フ
ォ
ー
ラ
ム

の
模
様
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。


